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1. 研究背景と目的 

 2011年の福島第一原子力発電事故により大量の放射性物質(131I ,134Cs,137Csなど)が大気

中に放出された。これら放射性物質はいずれ地表に落下するため結果的に土壌や河川堆積

物に蓄積される。土壌に蓄積された放射性Csは植物に吸収されることが報告されている 1)。

特に 137Csは半減期が約30年と長いため環境中の移行過程及び蓄積箇所は明らかにする必要

がある。しかし、植物中 Csの吸収や蓄積のメカニズムは充分に解明されていない。よって

植物中の Csの吸収や蓄積のメカニズムを解明するために植物中 Csのミクロな可視化は重

要な技術課題である。本研究室で開発した凍結試料導入法を用いて含水状態の試料を二次

イオン質量分析することで植物中 Csの高空間分解能観察が可能となった。 

2. 研究方法 

 観察する植物は安定同位体 133Csを吸収させたものを用いる。133Csを吸収させた植物の観

察したい部位(茎や葉など)を切り出し試料とする。植物試料は水分及び含有元素保持のた

めに液体窒素を用いて凍結する。本研究室の凍結試料導入法(図 1)を用いて凍結した植物試

料を二次イオン質量分析装置に導入し含水状態で観察する。植物中の Csを観察するために

植物試料の断面出し、その断面に対してイメージングを行う。 

        

図１ 凍結試料導入法概略図 

3. 結果 

 含水状態の植物に対して Csの微小領域イメージングが可能となった。詳細については研

究発表会にて報告する。 

1) 塚田祥文 土壌から作物へ-放射性セシウムの移行と分布 化学 Vol.67 No.11 (2012) 20p 
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